
■新規申請の流れ
	通所託老サービス

入所託老サービス

寝具類洗濯乾燥消毒サービス

軽度生活援助サービス
	①本人より、「益田市高齢者支援事業申請書」と「承諾書（非課税世帯の確認）」を市に提出。

　＊申請書・承諾書は、本人が記入、又は家族の代筆
　⇒市より、担当CMに非課税照会結果を電話連絡。

②対象である場合は、必要書類を提出。

	訪問理容サービス
	①本人より、「高齢者支援事業申請書」を市に提出する。状況について相談。

②対象になりそうな場合は、必要書類を提出。


■必要書類と留意点
	サービス名
	必要書類
	留意点

	軽度生活援助サービス
寝具類洗濯乾燥消毒サービス

訪問理容サービス
	□個人現況情報
□ケアプラン

	利用時は、その都度市に連絡をする。

年度が変わった時には、再度申請をする。



	通所託老サービス


	□個人現況情報
□ケアプラン
□利用票 ：通所託老サービス利用日は赤ペンで記入(月末から遡って利用)
	≪市と契約している施設のみ利用可能のため、市に確認をして下さい≫
・利用する月は、事前に利用票のみ提出。利用日の変更は、すみやかに市に連絡をすること。
・事前に確認した利用日であっても、実績により介護保険給付による居宅サービス支給限度額を超えていない場合は、介護保険給付の利用とする。
・ケアプランについては、更新、見直しなどがあった時に提出。

・年度が変わった時には、再度申請をする。

・長期に継続しそうな時には、変更申請やサービスの見直しなどの相談を市と行う。

	入所託老サービス

	□個人現況情報
□ケアプラン
□利用票：入所託老サービス利用日は赤ペンで記入(月末から遡って利用)
	≪市と契約している施設のみ利用可能のため、市に確認をして下さい≫
・利用時はその都度相談し、新規扱いとなるため、その都度申請をする。
⇒予めやむえない事由により1カ月以上利用することがわかっている場合は、申請時に利用月を確認する。但し、思いがけない事態により、最初の申請時の利用月よりも延長しなければならないときは再度申請が必要である。利用日の変更は、すみやかに市に連絡をすること。
・事前に確認した利用日であっても、実績により介護保険給付による居宅サービス支給限度額を超えていない場合は、介護保険給付の利用とします。
・ひと月当たり、７日を限度とする。(繰り返し何カ月も利用するサービスではない)
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